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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話し

あった内容 
評価 外部記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と

実践  

地域密着型サービスの意義をふ

まえた事業所理念をつくり、管

理者と職員は、その理念を共有

して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員休憩所に掲示してい

る。 

     

2 
事業所と地域

とのつきあい 

事業所は、利用者が地域とつな

がりながら暮らし続けられるよ

う、認知症の人の理解や支援の

方法などを共有し、事業所自体

が地域の一員として日常的に交

流している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夏休みラジオ体操の場所

提供、さくらカフェ(認知

症カフェ)開催 

コロナの感染状況をみながら面会

やさくらカフェを再開していく事

が望ましい。近隣のグループホーム

と共催で認知症啓発や交流の催し

をしてみても良いのではないか。 

    

3 

運営推進会議

を活かした取

り組み 

運営推進会議では、利用者やサ

ービスの実際、評価への取り組

み状況等について報告や話し合

いを行い、そこでの意見をサー

ビス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議にて、活動報

告、事例検討を行い援助の

仕方等、出席者からの意見

や提案を取り入れている。 

運営推進会議と言う意味では活動

報告のみならずよりよい日常の過

ごし方、関わり方などについて問題

提起されてもよい 

    

4 
市町村との連

携 

市町村担当者と日頃から連絡を

密に取り、事業所の実情やケア

サービスの取り組みを積極的に

伝えながら、協力関係を築くよ

うに取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所連絡会の参加 

グループホーム事業所の連携会議

が無く、他事業所との情報交換の場

が少ない。徘徊支援ネットワークな

どが構築されれば望ましい。 

    



- 2 - 

5 

身体拘束をし

ないケアの実

践 

代表者および全ての職員が「介

護保険法指定基準における禁止

の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施

錠を含めて身体拘束をしないケ

アに取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束となる具体的な

行為はスタッフ全てが理

解できる様資料を作り、理

解に努めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

低い椅子や車いすに座ら

せきりにならない様注意

している。玄関施錠は 19

時～6：30 頃まで 

6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防

止関連法について学ぶ機会を持

ち、利用者の自宅や事業所内で

の虐待が見過ごされることがな

いよう注意を払い、防止に努め

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

威圧感のある言葉使い等

に注意を払い、傷や内出血

等の確認をバイタルチェ

ック時や入浴時に行い、都

度スタッフ間で共有して

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ナースコールは手元にあ

るか？ 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立

支援事業や成年後見制度につい

て学ぶ機会を持ち、個々の必要

性を関係者と話し合い、それら

を活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

管理者は理解しているが、

職員全ては取り組めてい

ない 

  
今後、虐待等の研修時に

周知を取り入れていく。 

8 
契約に関する

説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の

際は、利用者や家族等の不安や

疑問点を尋ね、十分な説明を行

い理解・納得を図っている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約時十分な説明及び疑

問点について話している。 

    

9 

運営に関する

利用者、家族等

意見の反映 

利用者や家族等が意見、要望を

管理者や職員ならびに外部者へ

表せる機会を設け、それらを運

営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

少なくとも苦情窓口は掲

示されているので D→C 
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10 

運営に関する

職員意見の反

映 

代表者や管理者は、運営に関す

る職員の意見や提案を聞く機会

を設け、反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昼食時、社内研修、定例会

議時に発言を促している。 

   

11 
就業環境の整

備 

代表者は、管理者や職員個々の

努力や実績、勤務状況を把握し、

給与水準、労働時間、やりがい

など、各自が向上心を持って働

けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

人事考課やキャリアパス

を取り入れ、ステップアッ

プの為の資格取得の協力

を行っている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

12 
職員を育てる

取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひ

とりのケアの実際と力量を把握

し、法人内外の研修を受ける機

会の確保や、働きながらトレー

ニングしていくことを進めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

資格取得の為の研修参加

協力(金銭又は休日)を行

っている内部研修では持

ち回りでチューターを務

め皆が知識向上に努めて

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

13 

同業者との交

流を通じた向

上 

代表者は、管理者や職員が同業

者と交流する機会を作り、ネッ

トワークづくりや勉強会、相互

訪問等の活動を通じて、サービ

スの質を向上させていく取り組

みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事例検討会に出席してい

る。 

   

14 

本人と共に過

ごし支えあう

関係 

職員は、本人を介護される一方

の立場におかず、暮らしを共に

する者同士の関係を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一緒に調理の下準備や食

器拭き、掃除等に参加して

頂いている。日常の会話の

中でも冗談を言い合い、喜

怒哀楽を共にしている。 
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15 

馴染みの人や

場との関係継

続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた

馴染みの人や場所との関係が途

切れないよう、支援に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

買い物等利用者様と一緒

に出かける事もあり、なじ

みの方と出会った場合に

は会話等出来る支援を行

っている。 

ご家族と共に買い物や食事、美容に

いかれる事はたまにある。 
   

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、

生活環境、一日の過ごし方の希

望や意向の把握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の生活ペースは決ま

っているが本人様の希望

を聞き決めて頂いている。 

   
選択肢を絞りながら意向

の把握をしている。 

17 

チームでつく

る介護計画と

モニタリング 

本人がより良く暮らすための課

題とケアのあり方について、本

人、家族、必要な関係者と話し

合い、それぞれの意見やアイデ

ィアを反映し、現状に即した介

護計画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人様、家族様からの話を

基に、スタッフの意見を取

り入れ介護計画を作成し

ている。 

チーム全体で話す機会はなかなか

持てないが日々話し合われた事を

共有し、実行できる仕組み作りに努

力してほしい。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

18 
個別の記録と

実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、

気づきや工夫を個別記録に記入

し、職員間で情報を共有しなが

ら実践や介護計画の見直しに活

かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個別記録には毎日記入し、

受診の内容や本人や家族

の言葉を記録に残し、スタ

ッフ誰が見ても理解でき

る様取り組んでいる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

19 

一人ひとりを

支えるための

事業所の多機

能化 

本人や家族の状況、その時々に

生まれるニーズに対応して、既

存のサービスに捉われない、柔

軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自社のデイサービスや認

知症カフェに参加して頂

く事はある。 

福祉用具の貸与や購入についての

支援は出来ている。認知症カフェの

再開機会を持つ。 
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20 
地域資源との

協働 

一人ひとりの暮らしを支えてい

る地域資源を把握し、本人が心

身の力を発揮しながら安全で豊

かな暮らしを楽しむことができ

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族様の協力を得て地域

の老人会等に参加された

り面会に来て頂いている。 

住所をさくら苑に移された方が 2

名いるが現在は老人会の誘いも無

い。災害時には地域にもお世話にな

る必要があり、日常の繋がりが必要

である。 

   

21 
かかりつけ医

の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望

を大切にし、納得が得られたか

かりつけ医と事業所の関係を築

きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

スタッフによる受診は協

力医療機関となるが治療

内容について要望があれ

ば以前のかかりつけ医の

受診を促している。 

   
眼、歯、婦人科は個別に

受診介助を行っている。 

22 

入退院時の医

療機関との協

働 

利用者が入院した際、安心して

治療できるように、また、でき

るだけ早期に退院できるよう

に、病院関係者との情報交換や

相談に努めている。あるいは、

そうした場合に備えて病院関係

者との関係づくりを行ってい

る。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族及び医療スタッフと

の情報交換を行っている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支

援 

重度化した場合や終末期のあり

方について、早い段階から本

人・家族等と話し合いを行い、

事業所でできることを十分に説

明しながら方針を共有し、地域

の関係者と共にチームで支援に

取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護度が上がっても対応

出来る様に、全室介護ベッ

ド及び介助バーを導入し

ている。浴槽昇降リフトも

完備している。訪問看護事

業所と連携し看取りに向

けた取り組みをはじめて

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

グループホーム本来は重

症化や看取りの段階の居

場所では無いと思われる

が環境の変化で認知症が

悪化する事もある。重症

化した時点で在宅か施設

等の選択をしてもらった

ほうがいいと考える。 
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24 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備

えて、全ての職員は応急手当や

初期対応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個別には救急法を受けた

者がいるが、事業所として

定期的な取り組みは行え

ていない。AED を設置し

ている。 

     

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、

昼夜を問わず利用者が避難でき

る方法を全職員が身につけると

ともに、地域との協力体制を築

いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

災害マニュアルを作成し

ているが、マニュアルに沿

った行動をすべてのスタ

ッフがとれるかはわから

ない。 

特に夜間は介護者が少ないので、職

員や近隣の支援が必要。火災だけで

はなく、他の災害も想定した取り組

みが求められる。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの

尊重とプライ

バシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇

りやプライバシーを損ねない言

葉かけや対応をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一人ひとり、その方に合っ

た話し方をしている。ケア

に対しても本人のプライ

バシーを大切にしケース

記録は外から見えないよ

う配慮している。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄時の声掛けの仕方に

も配慮している。 

27 
日々のその人

らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先す

るのではなく、一人ひとりの日

常生活における希望や意向、暮

らしのペースを大切にし、その

日をどのように過ごしたいか、

希望にそって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

大まかな 1 日の流れはあ

るが、その日の本人様のペ

ースに合わせている。 

    

28 

食事を楽しむ

ことのできる

支援 

食事が楽しみなものになるよ

う、一人ひとりの好みや力を活

かしながら、利用者と職員が一

緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の食事は盛りつけに

工夫を凝らし、週末や季節

行事には利用者様の好み

の物を聞き提供できる様

にしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分

量が一日を通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態や力、習

慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な水分の摂取を行

っている。献立は食材業者

において、栄養管理できる

ようになっている。 

      

30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが生じない

よう、毎食後、一人ひとりの口

腔状態や本人の力に応じた口腔

ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

起床時や就寝前に歯磨き

を行い、自ら出来ない方に

ついては職員が声掛けや

ケアを行い義歯について

は、毎日夜に消毒をしてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの使用を減

らし、一人ひとりの力や排泄の

パターン、習慣を活かして、ト

イレでの排泄や排泄の自立にむ

けた支援、便秘の予防等、個々

に応じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄間隔を考慮し、声かけ

を行い、トイレへの誘導を

行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

できるだけオムツにしな

い方針であるが 2 名様は

夜間のみオムツ使用。 

32 

入浴を楽しむ

ことができる

支援 

一人ひとりの希望やタイミング

に合わせて入浴を楽しめるよう

に、職員の都合で曜日や時間帯

を決めてしまわずに、個々にそ

った支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴日は決まっているが、

本人様の希望を聞き可否

を決めている。冬季は入浴

剤を使用し皮膚の保湿を

したり、ゆず風呂等で香り

を楽しんで頂いている。 

    

1 日 3 名程度、おひとりに

つき 2/W。浴槽に入られ

たら遠位見守りをしてい

る。 

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息した

り、安心して気持ちよく眠れる

よう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

就寝の基本時間はあるが、

本人の思いを尊重し自発

的に就寝できる様にして

いる。 

    
午睡される方もおられ

る。 
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34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の

目的や副作用、用法や用量につ

いて理解しており、服薬の支援

と症状の変化の確認に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ケース記録に最新の個別

の薬の説明書を綴り、いつ

でも確認できるようにし

ている。各人の 1 日分を

セットし手渡しを行い、服

薬を確認している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

マジックで色分けし一包

化。服薬変更時には連携

ノートにより周知を促し

ている。 

35 
役割、楽しみご

との支援 

張り合いや喜びのある日々を過

ごせるように、一人ひとりの生

活歴や力を活かした役割、嗜好

品、楽しみごと、気分転換等の

支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

おやつ時には盛り付けや

配膳を手伝ってもらって

いる。買い物は利用者様と

一緒に行っている。 

自室の衣類や置物の整理は一緒に

行っている。お手伝いにやらされて

いる感が無い様配慮すべき。 

    

36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の希望にそ

って、戸外に出かけられるよう

支援に努めている。また、普段

は行けないような場所でも、本

人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

買い物外出や季節の外出、

本人様の希望に沿って散

歩等取り組んでいる。 

以前に比べると散歩や買い物に行

かれる機会が減っている様に思わ

れる。(感染リスク、人員の配置) 

    

37 

お金の所持や

使うことの支

援 

職員は、本人がお金を持つこと

の大切さを理解しており、一人

ひとりの希望や力に応じて、お

金を所持したり使えるように支

援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自ら金銭管理をされてい

る利用者様もおられる。外

出時には、お土産等購入で

きるようにしている。 

      

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人自らが電

話をしたり、手紙のやり取りが

できるように支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

希望があれば、家族と電話

できる様にしている。又、

連絡事等、利用者と電話を

代わり話せる様にしてい

る。本人から家族宛へ年賀
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状を送る取り組みも行っ

ている。 

39 

居心地のよい

共用空間づく

り 

建物内部は一人ひとりの身体機

能やわかる力を活かして、安全

かつできるだけ自立した生活が

送れるように工夫している。共

用の空間が、利用者にとって不

快や混乱をまねくような刺激が

ないように配慮し、生活感や季

節感を採り入れて、一人ひとり

が居心地よく過ごせるような工

夫をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

テーブルには空席を設け

好きな方と談話や食事を

楽しめる様にしている。

又、ソファーの場所に TV

があり、気のあった方同士

で会話や、視聴を楽しまれ

ている。居室にて独りでテ

レビを観たり臥床できる

時間を作っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮

らし 

本人は、自分の思い、願い、日々

の暮らし方の意向に沿った暮ら

しができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の思いを受け入れ、強

制しない様にしている。 
      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関

係、暮らしの習慣、特徴など様々

な情報をもとに、ケア・支援を

受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

元来お酒を嗜む利用者に

は就寝前のワンカップを

飲んで頂いたり、今まで読

んでいた本を継続して読

み続けてもらったりして

いる。 
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42 

本人は、自分の健康面・医療面・

安全面・環境面について、日々

の状況をもとに、ケア・支援を

受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

バイタルチェックやその

他観察・確認に基づき、必

要に応じ主治医又は薬剤

師に相談している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これ

までの暮らしの習慣にあった生

活ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の好きな時、好きな時

間で自室にて TV を観た

り、持ち物整理をしたりさ

れている。フロアで過ごさ

れる方は馴染みの方と談

話したり雑誌を見たりさ

れている。 

     

44 

本人は、自分のなじみのものや、

大切にしているものを、身近（自

室等）に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室の壁に家族の写真を

貼ったり、枕元に置くなど

して何時でも触ったり、観

たり出来ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

45 

本人は、自分の意向、希望によ

って、戸外に出かけることや、

催（祭）事に参加することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

現在はご家族の協力により外出さ

れるのみとなっている。施設内での

誕生会や季節行事はささやかに行

っている。 

    

46 
本人が持つ力

の活用 

本人は、自分ができること・で

きないこと、わかること・わか

らないことを踏まえた、役割や、

楽しみごとを行うことができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お皿拭きや、洗濯物畳み

等、利用者の状況によって

役割を持って過ごしてお

られる。 
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47 

本人は、自分がいきいきと過ご

す会話のひと時や、活動場面を

日々の暮らしの中で得ることが

できている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ソファーやテーブル等馴

染みや仲間同士で会話や

レクリエーション等に参

加している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域

の人々と関わったり、交流する

ことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

ご家族と共に馴染みの美容室へ行

かれる事がある。家族以外の面会の

機会が無くなっている。 

   

49 総合 

本人は、この GH にいることで、

職員や地域の人々と親しみ、安

心の日々、よりよい日々をおく

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一日でも多く全ての利用

者様が良かった、楽しいと

思ってもらえる様にﾚクや

関わり方を考え、ケアに向

き合っています。 

帰宅願望の有る方に対して「此処で

待っていてくれたらご家族は安心

されている」と言う声掛けをした

り、お手伝いをお願いしてお礼を言

うなどして居場所になる様に務め

ている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

 


